
防犯対策委員会

発表日 平成２９年１１月２８日

発表者 防犯対策委員会 委員長

十倉 康吉

1

犯罪から見た日本の状況

出典：世界保健機関（2012） 2

人口１０万人あたりの殺人件数（世界１９４カ国）

世界平均 ８.７件

日 本 ０.４件(１９３位/１９４カ国)

日本は、凶悪犯が少なく、世界の中でも
安全な国である。

「日本は凶悪犯罪が少なく安全な国である」
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防犯対策の必要性

出典：犯罪統計書（2008-2011）

図表１ 亀岡市内の刑法犯認知件数と街頭犯罪数
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防犯対策の必要性

減少傾向であった刑法犯が2011年に増加
し、特に自転車盗が15％増加した

防犯対策委員会の設置
4

２０１１年



防犯対策委員会構成
区分 所属団体 役職

市民団体等

１ 亀岡防犯推進委員連絡協議会 会長 委員長

２ 亀岡市青少年育成地域活動協議会 副会長 副委員長

３ 亀岡防犯推進委員連絡協議会 ＮＥＷ

４ 並河駅前防犯ステーション会議 会長

関係機関等

５ 京都学園大学経済経営学部 准教授 ＮＥＷ

６ 亀岡警察署生活安全課 課長

７ 亀岡警察署地域課 課長

８ 亀岡市立曽我部小学校 校長 ＮＥＷ

９ 亀岡市立亀岡川東学園 校長 ＮＥＷ

行政関係

１０ 京都府安心・安全まちづくり推進課 副課長

１１ 亀岡市総務部 部長

１２ 亀岡市学校教育課 課長
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亀岡市の犯罪の現状
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図表２ 人口１０万人あたりの刑法犯認知件数
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出典：犯罪統計書（2013-2016） 6

(件)

「亀岡市は全国、京都府と比較して犯罪が少ない」
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データに基づく客観的課題
「半数以上の人が屋外での犯罪に不安を感じている」

図表３ 日常生活の中で犯罪に巻き込まれる不安がある場所
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データに基づく客観的課題
「刑法犯全体の中で街頭犯罪が約半数を占めている」
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図表４ 亀岡市内の刑法犯認知件数と街頭犯罪数
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データに基づく客観的課題
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図表５ 亀岡市の刑法犯認知件数の内訳
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「刑法犯の中では窃盗犯が最も多い」

「窃盗犯の中では自転車盗が最も多い」
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図表６ 亀岡市の窃盗犯全体に占める件数の多い手口
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データに基づく客観的課題



データに基づく客観的課題
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図表７ 京都府下の特殊詐欺被害件数と被害額

出典：京都府警察本部 11

11億4,600万7,421円

7億9,527万4,551円
7億4,144万7,057円

「特殊詐欺被害件数は減少せず、被害額も大きい」

(件) (億円)

「特殊詐欺の予兆電話が増加している」

出典：亀岡警察署 12
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図表８ 亀岡市における特殊詐欺の電話認知件数

データに基づく客観的課題

2017.7月現在



主観的・客観的課題の整理

重点課題の設定

・自転車盗は将来の重大

な犯罪につながる

（割れ窓理論）

経験に基づくもの

・刑法犯全体の中で街頭犯罪の発生件

数や街頭犯罪に不安を感じる人の割

合が約半数を占めている（図表３、４）

・刑法犯全体の中では窃盗犯の割合が

最も高い（図表５）

・窃盗犯の中では自転車盗が最も多い

（図表６）

・特殊詐欺は被害額が大きく、電話件数

が急増している（図表７、８）

データに基づくもの
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課題解決のための方向性と対策

課 題 方 向 性 対 策

・特殊詐欺は被害額
が大きく、電話が急
増している

市民の防犯意識
向上

①防犯意識
向上プログラム

・刑法犯全体の中で
街頭犯罪が約半数
を占めている

・自転車盗は将来の
重大な犯罪につな
がる

自転車盗を中心と
した街頭犯罪の防
止

②固定防犯カメラ
活用プログラム

③ドライブレコーダー
活用プログラム

14



レベル別の対策

15

別添資料を
御覧ください

進行状況 計画（予定）

2013 2014 2015 2016 2017 2018

①防犯意識
向上プログラム

防犯カメラ活用
プログラム

②固定防犯カメラ
活用プログラム

③ドライブレコーダー
活用プログラム

プログラムの運営状況

固定防犯カメラ活用プログラムとドライブ
レコーダー活用プログラムに移行

16

再認証



①防犯意識向上プログラム
課 題 特殊詐欺や自転車盗の被害が多い

目 標
特殊詐欺や自転車盗などの被害者の立場でも未然に防止するこ
とができるものの防犯意識を向上させる。

内容等

【内容】
地域の安全安心に関わる様々な団体と行政・警察が
一体となって防犯に関する情報共有や啓発活動等に
より多様化する犯罪に対して抑止策を図る。

【対象】 亀岡市民（学生、高齢者を中心）

（短・中期）
態度や行動の
変化

【指標】
府民協働防犯ステーション活動件数

【測定】
京都府警察本部へ照会

（長期）
状態や状況の
変化

【指標】
自転車盗件数
特殊詐欺件数

【測定】
亀岡警察署へ照会
犯罪統計
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防犯意識向上プログラムの活動状況

府民協働防犯ステーション

自治会PTA

学生
ボランティア

防犯推進
委員

社会福祉
協議会

府民協働防犯
ステーション

（各交番・駐在所）

ボランティア

行政

学校 地域

警察

18



防犯意識向上プログラムの活動状況

府民協働防犯ステーション会議
ワークショップの様子

各ステーションが交流しワークショップを実施
19

防犯意識向上プログラムの活動状況

２０１６年 合計 ３，３０４件の活動 （１４ステーション）

〇小学校における不審者対応制圧訓練

○幼稚園における不審者侵入訓練と人形劇

○高齢者グループホームにおける防犯教室

○消防団との夜間合同パトロール

○レディースパトロール

○高校野球部員との児童見守り活動

○小学校での防犯寸劇披露

○保育所における防犯教室

20

府民協働防犯ステーションの活動事例



防犯意識向上プログラムの活動状況

6/9（ロックの日）街頭啓発 愛 錠 啓 発

対策委員会の委員、市内の防犯ボランティア、高
校・大学生が協力して自転車盗対策の啓発活動 21

老人会での啓発防犯推進委員による寸劇

防犯意識向上プログラムの活動状況

対策委員会の委員や警察、防犯推進委員による
高齢者への特殊詐欺警戒の呼びかけ 22



防犯意識向上プログラムの活動状況

亀岡市内２２団体、３０２名、合計台数１２０台の青色
防犯パトロールによる市内全域での啓発・見守り活動

青パト台数１２０台
（２０１７年８月末

現在）

23

青色防犯パトロール

実 績

対策委員会の関わり 工夫点

2013 2014 2015 2016

防犯に関
する合同
啓発活動 2回 2回 2回 5回

啓発活動への参加

（駅前での自転車盗や特
殊詐欺被害防止啓発等））

街頭活動や広
報紙など多様
な啓発の実施

府民協働
防犯ステー
ション活動
件数

2,758
件

4,287
件

3,304
件

委員が各ステーションの
活動に参加

防犯ボランティ
アや自治会な
ど、様々な立場
の方が参加

防犯意識向上プログラムの活動実績

24



プログラム評価結果（短期・中期）

25

府民協働防犯ステーション 活動件数

短・中期 ２０１４ ２０１５ ２０１６

活動件数 2,758件 4,287件 3,304件

出典：京都府警察本部（2014～2016）

プログラム評価結果（長期）
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26出典：犯罪統計書（2013-2016）

(件) (件)
図表９ 亀岡市の自転車盗と特殊詐欺被害件数

「自転車盗と特殊詐欺被害件数は減少」



②固定防犯カメラ活用プログラム

課 題 自転車盗等の街頭犯罪の件数が多い

目 標 自転車盗を中心とした街頭犯罪を防止する

内容等
【内容】

防犯カメラを設置することで自転車盗を防止
する。

【対象】 亀岡市民

（短・中期）
態度や行動の
変化

【指標】
防犯カメラ認知率

【測定】

セーフコミュニティア
ンケート調査

（長期）
状態や状況の
変化

【指標】
街頭犯罪認知件数
自転車盗数

【測定】
犯罪統計
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固定防犯カメラ活用プログラムの活動状況

亀岡市
自治会
コンビニ 設置の
防犯カメラを活用

１～９件

１０～２９件

３０～４９件

５０～７９件

８０～９９件

１００～件

防犯カメラ
設置状況

・・・ 防犯カメラ設置箇所

・・・ 交番・駐在所

・・・ コンビニ

28



固定防犯カメラ活用プログラムの活動状況

●亀岡市 １５台

●自治会 １７台

●コンビニ ４３台（店外撮影用）

〈かめおかコンビニセーフティネットワーク加盟店２９店舗〉

合計 ７５台で見守り

29

実 績
対策委員会の関わり 工夫点

2013 2014 2015 2016

防犯カメ
ラ設置

5台 2台 2台 １台

●効果的な設置箇
所の検討

犯罪多発場
所に設置

5台 12台

●委員から各自治
会へ設置補助制度
の周知

自治会と協働
し広域化に対
応

かめおかコ
ンビニセー
フティネット
ワークとの
連携

― ― ―
29店
舗

43台

●防犯カメラ設置状
況の確認

店外撮影の
防犯カメラ有
効活用

固定防犯カメラ活用プログラムの活動実績

30

亀岡市

自治会



プログラム評価結果（短期・中期）

31

「防犯カメラの設置認知率は向上」

25%

54.7%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

2013 2016
出典：亀岡市セーフコミュニティアンケート調査

図表１０ 防犯カメラの認知率

n=793 n=986

③ドライブレコーダー活用プログラム
課 題 自転車盗等の街頭犯罪の件数が多い

目 標 自転車盗を中心とした街頭犯罪を防止する

内容等
【内容】

市民や市内企業が設置しているドライブレ
コーダーを活用し、「まちの見守り体制」を充
実・強化することで、犯罪・交通事故発生の抑
止と早期解決を図る。

【対象】 亀岡市民、市内企業・団体

（短・中期）
態度や行動の
変化

【指標】
見守り協定認知率
「まち・レコ」プロジェクト認知率

【測定】

セーフコミュニティア
ンケート調査

（長期）
状態や状況の
変化

【指標】
街頭犯罪認知件数
自転車盗数

【測定】
犯罪統計

32



ドライブレコーダー活用プログラムの活動状況

事業者・亀岡警察署、亀岡市の三者が連携

33

ドライブレコーダーによるまちの見守り協定

バス会社、タクシー会社、新聞会社、社会福祉法人、
電力会社、警備会社と協定締結

合計８社 ２７７台

ドライブレコーダー活用プログラムの活動状況

34

ドライブレコーダーによるまちの見守り協定

平成２８年９月２８日の記事

平成２８年９月１５日の記事



出典：2016年亀岡市セーフコミュニティアンケート調査35
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参加している 参加していない 活動があるか分からない

(n=772)

ドライブレコーダー活用プログラムに係る参考データ

図表１１ 防犯活動への参加状況

「地域の防犯活動には約９０％の人が参加していない」

約９０％

出典：2016年亀岡市セーフコミュニティアンケート調査 36

3% 57% 40%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
参加したい 場合によっては参加してもよい 参加したくない

６０％

ドライブレコーダー活用プログラムに係る参考データ

図表１２ 防犯活動に参加していない人の活動への参加意欲

「防犯活動には６０％の人が参加してもよいと感じている」

(n=818)



亀 岡 市

〔SC防犯対策委員会〕

事案発生

①認 知

②協力依頼

③メール通知

ドライブレコーダー活用プログラムの活動状況

かめおか「まち・レコ」プロジェクト

亀岡警察署

市民ボランティア

④情報・映像
の提供

ボランティア
登録

37

ドライブレコーダー活用プログラムの活動状況

38

かめおか「まち・レコ」プロジェクト



ドライブレコーダー活用プログラムの活動状況

応募総数８１点

39

かめおか「まち・レコ」プロジェクト

シンボルマークの
デザインを交通安
全対策委員会と
合同で審査・決定

ドライブレコーダー活用プログラムの活動状況

40

かめおか「まち・レコ」プロジェクト

交通安全対策委員会と合同表彰式



実 績

対策委員会の関わり 工夫点

2015 2016

ドライブレ
コーダー
協定締結

内容
検討

5社
企画の発案、締結企
業の提案

様々な時間帯に広範囲
で活動している企業を選
定

「まち・レ
コ」プロ
ジェクト運
用

内容
検討

企画の発案、内容検
討

マグネットステッカーを
貼って活動することによ
り、周知と抑止を図る。

ドライブレコーダー活用プログラムの
活動実績

41

プログラム評価結果（短期・中期）

「ドライブレコーダーによるまちの見守り協定」の認知率

短・中期 ２０１６

見守り協定の認知率（％） ２９.４％

出典：2016年 亀岡市セーフコミュニティアンケート調査

42



プログラム②、③に関する評価結果（長期）

43出典：犯罪統計書（2013-2016）

(件)
図表１３ 亀岡市における街頭犯罪認知件数と自転車盗数

「街頭犯罪と自転車盗は減少している」
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取組成果の検証
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図表１４ 「亀岡市における刑法犯認知件数と人口１０万人当あたりの
刑法犯認知件数」
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図表１５ 亀岡市が安全だと思う人の割合

気付きや変化

対策委員会の中で、行政だけでは
考えつかないような取組が発案され、
より多くの団体・企業と防犯対策
に関する連携を図ることが出来た。
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ドライブレコーダーによるまちの見守り協定

まち・レコプロジェクト



現在の課題

『かめおか「まち・レコ」プロジェクト』
への市民ボランティアの参加が少ない。

47

48



今後の計画

プログラム① 継続 市民の防犯意識向上と被害防止

プログラム② 継続 固定防犯カメラの増設と設置の周
知による犯罪発生抑止

プログラム③ 拡大 「まち・レコ」プロジェクト市民ボラ
ンティア参加促進

2018 2019 2020 2021 2022 2023

ＳＣ再々認証 ＳＣ再々々認証
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